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この一，二年，中国経済の進化を実感させら

れることが増えてきた。スマホのアプリには，

日本のはるか先を行く各種のサービスが実装さ

れている等々，中国の経済や技術の躍進ぶりを

報ずるメディア記事も増えている。

進化しているのは BtoC 型の IT サービスだ

けではない。普段は日本で目にする機会が少な

いが，少し調べてみると，科学技術水準の向

上，省力化投資の進展，労働集約から資本技術

集約への産業構造の転換などミクロ経済の様々

な局面において，中国経済が急速に変貌しつつ

あることを痛感する。

本書は，日本と中国の気鋭の経済学者たちが

中国で進行するこのような変化について，様々

な角度からメスを入れて分析した注目の書であ

る。

賃金上昇，質的な充足を求める需要サイドの

変化，国民の中での中間所得層の増大，環境制

約の高まりなど中国経済を取り巻く様々な外的

環境の変化が産業構造，輸出品目の内訳，生産

形態などにおけるパターンの転換，グレード

アップを促してきた様（さま）がかなり実証的

に描き出されていて読ませる。

また，本書後段では，主に日本側研究者が，

石油ショック後の産業構造転換のために日本政

府が講じた産業政策や日本の高度成長期に中間

所得層の成長と彼らによる消費の増大が成長持

続に大きな役割を果たした経験，日中の産業の

相互補完と連携のあり方などを紹介して本書の

論証に奥行きと陰影を与えている。

もちろんいまの中国経済が万事順調という訳

ではない。過去 2年は低効率な公共投資をやり

すぎたせいで地方政府の累積債務問題が深刻化

してしまった。本書ではこれら負の側面につい

てもかなり誠実に焦点を当てている。

目下中国政府が採る経済運営策も，この後遺

症抑制のために，不動産投機の抑制，金融政策

のきつめ調節，地方政府の債務借入れと PPP

投資の整頓など，5年，10年前なら不況入りし

ておかしくないような引き締め色の強い政策と

言ってもよい。それなのに景気はなかなか失速

しないのである。そこら辺にもこの 5年間で中

国の経済構造に新しい要素が加味された効果を

感ずる。

本書の題名にある「新時代」は習近平主席が

昨秋の共産党大会での報告で用いて流行語に

なった言葉だが，本書はこれに「あやかる」だ

けでなく，経済面でたしかに中国が「新時代に

入った」ことを描くことに成功していると評し

てよいだろう。
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